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村
議
会
議
員
・
農
業
委
員
会
委
員 

選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催 

 

４
月
22
日
（日
）に
小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
が
、

４
月
29
日
（日
）に
は
小
笠
原
村
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
の
届
出
・
受
付

を
円
滑
に
行
う
と
と
も
に
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙

を
行
う
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
で
き
る
限
り
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
村
議
会
議
員
選
挙 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
16
日
（金
）
午
後
６
時
〜 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
17
日
（土
）
午
後
６
時
〜 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

◎
農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
16
日
（金
）
午
後
７
時
30
分
〜 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
17
日
（土
）
午
後
７
時
30
分
〜 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

第
一
回 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
補
助
対
象
団
体
】 

   

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
な

ど
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体 

 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

 【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
視
察
に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
事
業
の

対
象
と
し
な
い
。 

 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
20
年
２
月
末
日
ま
で
（特
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
） 

 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
（
指
定
様
式
）
、
収
支
計
画
書
、
会
の 

規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

 

【
提
出
期
限
】
４
月
６
日
（金
） 

 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査･

決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
取
扱
窓
口
の
変
更 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
け
取
り
に
つ
い
て
、
村

民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
旅
券
事
務

の
一
部
を
東
京
都
よ
り
受
託
し
ま
し
た
。 

４
月
１
日
か
ら
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
け
取

り
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。 

○
村
民
は
、
原
則
と
し
て
村
民
課
住
民
係
ま
た
は

母
島
支
所
庶
務
係
に
て
申
請
・
受
け
取
り
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
都
旅
券
課

で
作
成
（
記
載
事
項
訂
正
お
よ
び
査
証
欄
増
補

を
含
む
）
い
た
し
ま
す
。 

○
都
旅
券
課
窓
口
に
お
け
る
手
続
き
は
、
緊
急
時

な
ど
を
除
い
て
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

○
都
に
よ
る
年
に
一
度
の
「
出
張
窓
口
」
は
廃
止

と
な
り
ま
す
。 

※
申
請
を
お
預
か
り
し
て
か
ら
受
け
取
り
ま
で
、
約

１
か
月
か
か
り
ま
す
。 

４
月
１
日
以
降
、
申
請
を
な
さ
る
方
は
、
余
裕
を

も
っ
て
手
続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

実
際
の
手
続
き
に
関
す
る
詳
細
は
村
民
だ
よ
り

４
月
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

申
請
の
ご
案
内
を
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支

所
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
近
々
、
申
請
を
予
定
し

て
い
る
方
は
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

天
然
記
念
物
の
保
護
に
ご
協
力
を
！ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
多
く
の
種
類
の
天
然
記
念
物

が
生
息
し
て
い
ま
す
。 

村
内
で
、
傷
を
負
っ
た
り
、
弱
っ
て
い
た
り
、
死

亡
し
た
個
体
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
教
育

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/26現在 

父島 

95/100 

母島  

90.6/100 

1月気象状況    （父島）

最高気温   24.8℃ 

最低気温   12.8℃ 

平均気温   19.3℃ 

平均湿度   70％ 

月降水量   49mm 

住民基本台帳登録者数（2/1）    

            2,390人 

             父島      母島    

  人口      1,946人   444人 

  世帯      1,044人  232人 

短期滞在者     42人      ９人 

ＮＯ．５２２ 
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３/１(木) 
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村村民民だだよよりり
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軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
届
出 

 
軽
自
動
車
な
ど
（原
動
機
付
自
転
車
、小
型
特
殊
自

動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
）の
所
有
者

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。 

【
車
両
を
人
に
譲
っ
た
時
】 

○
名
義
の
変
更
の
届
出 

【
車
両
を
廃
棄
等
し
た
時
】 

○
廃
棄
の
届
出
（標
識
の
返
納
） 

【
車
両
の
定
置
場
変
更
等
の
異
動
が
あ
っ
た
時
】 

○
定
置
場
等
の
変
更
手
続
き
な
ど 

 

こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
必
要
な
届
出

を
さ
れ
な
い
と
、
島
外
搬
出
な
ど
に
よ
り
廃
棄
済
み

の
車
両
や
人
に
譲
っ
た
車
両
の
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、車
両
の
紛
失
や
盗
難
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

そ
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所
有
者
と
し
て
登
録
さ

れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
の
主
た
る
定
置
場
の
市

区
町
村
で
、そ
の
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。 
 

よ
っ
て
、
４
月
２
日
以
降
に
譲
渡
・
廃
棄
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。 

本
年
は
４
月
１
日
（日
）が
休
庁
日
で
す
の
で
、
該

当
さ
れ
る
方
は
３
月
30
日
（金
）ま
で
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

○
軽
自
動
車
等
に
係
る
税
金
の
お
問
い
合
わ
せ 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

○
軽
自
動
車
等
の
届
出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
車
両
の
種
別
ご
と
に
次
の
表
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

                             

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資
金

の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

貸
付
の
資
格
、
条
件
、
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法

な
ど
、詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

奨
学
生
は
、
届
出
の
内
容
（
本
人
や
連
帯
保
証
人

の
住
所
そ
の
他
）
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
お
よ
び
休

学
・
復
学
・
転
学
・
退
学
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
毎
学
年
の
は
じ

め
に
「
在
学
証
明
書
」
の
提
出
が
、
今
年
度
で
貸
付

の
終
了
す
る
者
は
、「
学
資
金
借
用
証
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 
 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
都
内

の
全
市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
、
住
民
の
皆
様
が
会

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金

を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

３
月
か
ら
加
入
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
加
入
申
込
書
は
、
各
ご
家
庭
に
配
布
い
た

し
ま
す
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

 

年
額
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
額
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

父
島
保
育
園
保
育
士
委
託
職
員
募
集 

 

【
採
用
人
員
】 

保
育
士
１
名(

性
別
問
わ
ず
40
歳
位
ま
で) 

【
委
託
期
間
】 

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日 

【
申
込
資
格
】 

保
育
士
免
許
を
持
ち
、
経
験
の
あ
る
方 

【
申
込
方
法
】 

履
歴
書
お
よ
び
保
育
士
免
許
の
写
し
を
提
出 

【
募
集
期
間
】 

３
月
１
日
（木
）〜
３
月
19
日
（月
） 

【
試
験
方
法
】
書
類
選
考
お
よ
び
面
接 

【
勤
務
条
件
な
ど
】 

《
勤
務
場
所
》
小
笠
原
村
立
父
島
保
育
園 

《
勤
務
時
間
》
（基
本
）午
前
８
時
〜
午
後
５
時 

《
有
給
休
暇
》
20
日
付
与
（契
約
期
間
内
） 

《
そ 

の 

他
》
社
会
保
険
加
入
有 

 

●
申
込
み･

問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺

の
総
合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
兆
候
の
見
つ
け
方

な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の

駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
有
料
で
保
証
付
防
蟻
処
理
を
行
い
ま
す
。

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も
な

く
切
れ
る
、
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
な
ど
、
心
当

た
り
の
方
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
期
間
】
３
月
１
日
（木
）〜
７
日
（水
） 

 

【
対
策
日
程
】
３
月
４
日
（日
）〜
12
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。 

 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（有
料
）は
、
商

工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
商
工
会 

 
 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

お
詫
び
と
訂
正 

  

先
月
号
掲
載
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

本
紙
面
を
借
り
て
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

【
訂
正
箇
所
】 

○
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
結
果
（３
ペ
ー
ジ
） 

《
誤
》
永
谷 

耀 

↓
《
正
》
永
合 

耀 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
の
寄
贈
総
数

（９
ペ
ー
ジ
） 

《
誤
》
２
０
０
５
年
約
２
７
０
０
冊
（２
１
４
件
） 

↓
《
正
》
２
０
０
６
年
約
２
８
２
２
冊
（２
４
０
件
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

車  種 種  別 問い合わせ先 

原動機付自転車

50cc以下（一種） 
50cc超 90cc以下（二種･乙） 
90cc超 125cc以下（二種･甲) 
ミニカー 

小型特殊自動車 農耕作業用および特殊作業用 

小笠原村役場財政課税務係 
TEL ２－３１１２ 

※転出した場合は、転出先の区･市役

所、町･村役場の軽自動車税担当係 

二輪小型自動車 250ccを超えるもの 

二輪車（125cc超 250cc以下） 

関東運輸局東京運輸支局 
品川区東大井１－１２－１７ 
TEL ０５０－５５４０－２０３０ 

軽 自 動 車 三輪車（660cc以下） 
四輪車（660cc以下） 

軽自動車検査協会東京主管事務所 
港区港南３－３－７ 
TEL ０３－３４７１－１５６１ 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、３
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
19
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
日
時
】
３
月
17
日
（土
）
午
前
９
時
か
ら 

【
申
込
期
限
】 

 
 

学
科
試
験
前
日
〔３
月
16
日
（金
）〕 

午
後
５
時
15
分
ま
で 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

【
持
参
す
る
も
の
】 

 

○
住
民
票
（本
籍
が
記
載
さ
れ
た
６
か
月
以
内
の

も
の
１
枚
） 

 

○
カ
ラ
ー
写
真 

１
枚
（縦
３
㎝
×
横
２．４
㎝
） 

  

○
受
験
手
数
料 

３
７
５
０
円 

内
訳 

受
験
料         

１
６
５
０
円 

免
許
証
交
付
料 

 

２
１
０
０
円
（※
） 

※
学
科
試
験
合
格
者
の
み 

○
鉛
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン 

【そ
の
他
】 

 
 

学
科
試
験
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
４
月
21
日

（土
）に
実
技
講
習
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

自
動
車
税
の
月
割
計
算
の
廃
止 

 
 

引
越
し
や
売
買
に
よ
っ
て
現
在
所
有
し
て
い
る
自

動
車
の
ナ
ン
バ
ー
が
他
道
府
県
の
ナ
ン
バ
ー
に
変
わ

っ
て
も
、
平
成
18
年
度
分
の
自
動
車
税
か
ら
、
そ
の

年
度
に
お
け
る
自
動
車
税
の
月
割
計
算
に
よ
る
還
付

や
新
た
な
課
税
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

          
   

○ 

廃
車
し
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
月
割
計

算
に
よ
っ
て
抹
消
登
録
の
翌
月
分
以
降
は
還
付
さ

れ
ま
す
。 

○ 

自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。 

年
度
末
に
廃
車
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
３
月

中
に
島
外
に
搬
出
し
て
も
、
抹
消
登
録
が
４
月
以

降
に
な
り
ま
す
と
、
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
島
外
搬
出
お
よ
び
抹
消
登
録
共

に
年
度
内
に
完
了
す
る
よ
う
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
手
放
し
た
は
ず
の
自
動
車
の
納
税
通
知
書
が
届
い

た
場
合 

自
動
車
の
廃
車
、
売
却
、
買
い
替
え
な
ど
の
た

め
、
業
者
な
ど
に
抹
消
登
録
や
移
転
登
録
の
手
続

き
を
依
頼
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
税
通
知
書

が
届
い
た
と
い
う
場
合
は
、
平
成
19
年
３
月
30

日
ま
で
に
そ
の
手
続
き
が
終
了
し
て
い
な
い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
依
頼
し
た
販
売
業
者
な

ど
に
ご
確
認
下
さ
い
。 

 

自
動
車
を
廃
車
し
た
り
、
譲
渡
し
た
場
合
は
、
管

轄
す
る
運
輸
支
局
ま
た
は
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

で
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。 

    

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会 

開
催 

 

【
日
時
】
３
月
14
日
（水
）
午
後
１
時
15
分
か
ら 

【
場
所
】
東
京
都
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
会
館 

【
受
講
料
】
２
８
０
０
円
（テ
キ
ス
ト
代
） 

【
申
込
期
限
】
３
月
５
日
（月
） 

【
申
込
方
法
】 

支
庁
水
産
係
ま
た
は
支
庁
母
島
出
張
所
へ
来

庁
し
、
申
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、
受
講
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
受
け
て
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

沖
ノ
鳥
島
に
関
す
る
取
組
の
紹
介 

 
 

沖
ノ
鳥
島
は
小
笠
原
村
の
行
政
区
域
で
あ
り
、
我

が
国
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
島
で
す
。 

こ
の
度
、
東
京
都
は
沖
ノ
鳥
島
周
辺
海
域
に
「
浮

魚
礁
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

【
設
置
日
】
１
月
16
日
（火
）〜
19
日
（金
） 

【
設
置
海
域
】
沖
ノ
鳥
島
周
辺
海
域
３
か
所 

（水
深
１
７
０
０
ｍ
〜
２
８
０
０
ｍ
） 

【
設
置
基
数
】
１
か
所
に
１
基
（合
計
３
基
） 

な
お
、
設
置
状
況
を
撮
影
し
た
映
像
は
支
庁
産
業

課
に
あ
り
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
係 
２
―
２
１
２
２ 

調
査
指
導
船
「（新
）興
洋
」の
一
般
公
開 

  

小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー
の
興
洋
が
新
し
く
な
っ
て

帰
っ
て
き
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
新
し
い
興
洋
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
日
程
で
一
般
公
開
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
23
日
（金
） 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時 

 

《
場
所
》
二
見
漁
港
岸
壁
（水
産
セ
ン
タ
ー
裏
） 

 

※ 

な
お
、当
日
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
間
、

式
典
の
た
め
水
産
セ
ン
タ
ー
裏
側
の
漁
港
道

路
を
車
両
通
行
止
め
に
し
ま
す
。 

 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
27
日
（火
） 

 
 
 
 
 

午
後
４
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
沖
港
岸
壁 

 

当
日
は
、係
員
の
指
示
に
従
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
２
―
２
１
２
２ 

 
 
 
 
 
  

小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー ２

―
２
５
４
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相

談
を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

相
談
に
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
３
月
23
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
３
月
１
日
（木
）〜
20
日
（火
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（土
日
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

品
川
ナ
ン
バ
ー 

 

東
京
運
輸
支
局 

 
 
 
 

品
川
区
東
大
井
１
―
12
ー
17 

０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
３
０

          

平
成
17
年
度
ま
で
は
、
８
月
以
降
の
自
動

車
税
が
Ａ
県
か
ら
月
割
で
課
税
さ
れ
、
東
京
都

か
ら
は
還
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18

年
度
以
降
は
、
月
割
計
算
に
よ
る
新
た
な
課
税

や
還
付
は
な
く
、
翌
年
度
か
ら
Ａ
県
よ
り
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

【
例
】 

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
が
東
京
都
に

自
動
車
税
を
納
め
ま
し
た
。
同
年
７
月
18

日
に
Ａ
県
に
引
っ
越
し
た
た
め
、
Ａ
県
の

ナ
ン
バ
ー
に
変
更
登
録
を
し
ま
し
た
。 
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東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
16
日
（金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
17
日
（土
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

小
笠
原
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７ 

 

―
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
ー 

 

「
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
末
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
モ

チ
ー
フ
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
結
果
、

島
内
外
よ
り
多
く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

最
終
審
査
に
残
っ
た
21
作
品
の
紹
介
と
優
勝
作
品

の
発
表
お
よ
び
郷
土
芸
能
披
露
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

《
日
時
》
３
月
17
日
（土
） 

 
 
 
 

午
後
６
時
〜
８
時
40
分 

《
場
所
》
大
神
山
公
園 

お
ま
つ
り
広
場 

 
 
 
 

（
荒
天
時
の
場
合
は
船
客
待
合
所
） 

《
出
演
》
ぼ
に
ん
雜
子 

 
 
 
 

ナ
ァ
・
プ
ア
・
ナ
ニ
・
オ
・
マ
ク
ア 

 
 
 
 

南
洋
踊
り
保
存
会 

 
 
 
 

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ 

 
 
 
 

ス
イ
ン
グ
ブ
ロ
ウ 

 
 
 
 

チ
ャ
イ
ハ
ニ
ム
ー
ン
（フ
ァ
イ
ヤ
ー
シ
ョ
ー
） 

《
そ
の
他
》 

○
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
優

勝
Ｔ
シ
ャ
ツ
即
売 

 
 

○
夜
店 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

毎
年
恒
例
の
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

母
島
内
の
農
業･

漁
業･

商
工･

観
光
の
各
産
業
団

体
が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
・
試
食
を
行
い
ま

す
。 

 

な
お
、
今
回
は
母
島
に
お
住
ま
い
の
皆
様
か
ら
出

た
生
ご
み
と
東
京
都
小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー

畜
産
指
導
所
の
牛
糞
を
混
ぜ
て
出
来
た
完
熟
堆
肥
を

無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。（
お
１
人
様
１
袋
ず
つ
の

配
布
と
な
り
ま
す
。
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。） 

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
18
日
（日
） 

 
 
 
 

午
前
11
時
か
ら
物
産
売
切
次
第
終
了 

【
会
場
】
母
島
漁
協
水
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
周
辺 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

◎
特
別
展 

 

【
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展 

〜
び
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
、
実
物
大
！
】 

 

大
き
さ
実
感
！
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ 

 

ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
、
新
館
は
ク
ジ
ラ
で
い
っ
ぱ
い 

【
期
間
】
３
月
４
日
（日
）〜
31
日
（土
）の
毎
日 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
２
日
目
と
３
日
目
は

夜
も
開
館
し
て
い
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
や
開
館
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
街
中

の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

◎
ト
イ
レ
の
利
用
制
限
（〜
３
月
下
旬
ま
で
） 

現
在
、
工
事
に
伴
い
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
お
祭

り
広
場
の
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
周
辺
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 
 ●

問
い
合
わ
せ
先 
 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

４
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

４
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

３
月
分
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
４
７
０
円
（
＋
９
１
０
円
） 

小
人 

４
２
４
０
円
（
＋
４
６
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
３
０
円
（
＋
４
５
０
円
） 

小
人 

２
１
２
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
０
０
円
（
＋
５
８
０
円
） 

小
人 

２
７
６
０
円
（
＋
３
０
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 
《
１
等
品
》
８
６
４
５
円
（
＋
５
８
１
円
） 

《
２
等
品
》
８
１
０
４
円
（
＋
５
４
４
円
） 

《
３
等
品
》
７
５
６
４
円
（
＋
５
０
８
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
６
６
円
（
＋
58
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
５
３
円
（
＋
44
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

太
陽
熱
雑
音
の
電
波
妨
害 

 

太
陽
熱
雑
音
の
電
波
妨
害
に
よ
り
次
の
時
間
帯
は

本
土
と
の
通
信
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
予
想
日
時
】 

 
 

３
月
６
日
（火
）〜
10
日
（土
） 

 
 
 

○
午
前
10
時
40
分
ご
ろ
か
ら
約
10
分
間 

 
 
 

○
午
後
０
時
20
分
ご
ろ
か
ら
約
10
分
間 

【
影
響
】 

 
 

こ
の
時
間
帯
、
通
信
の
途
切
れ
、
雑
音
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本･

東
京
西 

１
１
３
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ 

（局
番
な
し
）
１
１
３ 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

  

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（※
）に
よ
り
次
の
期

間
中
、
放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予
想
日
時
】 

３
月
８
日
（木
）〜
11
日
（日
） 

午
後
０
時
43
分
ご
ろ
か
ら
約
６
分
間 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象 

太
陽
、
放
送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並

ん
だ
と
き
に
、
強
力
な
太
陽
雑
音
を
受
け
る
た

め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。
春
分
の
日
お
よ
び
秋

分
の
日
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 

◎
脱
退
手
続
き
の
お
願
い 

転
勤
な
ど
で
小
笠
原
村
か
ら
転
出
す
る
組
合
員
の

方
は
、脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
受
付
場
所
】 

 
 

《
父
島
》
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

（
村
役
場
第
２
庁
舎
） 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 



  NO．522    平成 19（2007）年 3月 1日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-5- 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
生
き
物
を
さ
が
し
隊
！
】
※
抽
選 

 
 
 

小
さ
な
生
き
物
、
大
き
な
生
き
物 

 
 

三
日
月
山
で
、
い
ろ
い
ろ
見
つ
け
て
み
よ
う
！！ 

《
日
時
》
３
月
４
日
（日
）
雨
天
時
４
月
１
日
延
期 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

《
集
合
場
所
》 

お
ま
つ
り
広
場
ス
テ
ー
ジ
前 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円 

（保
険
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
お
弁
当
、
帽
子
、
雨
具
（カ
ッ

パ
な
ど
）、
タ
オ
ル 

 
 
 
 

※
持
っ
て
い
る
人
は
、
双
眼
鏡
、
腕
時
計 

 
 
 
 

【
予
約
方
法
】 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
回
収
箱
を
お

き
ま
す
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
３
月
1
日
（木
）
午
後
５
時 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。
） 

 ●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

０
９
０
｜
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
15
日
（木
） 

《
受
付
時
間
》
午
後
２
時
〜
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
19
日
（月
） 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

専
門
診
療 

 
 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（昭
和
大
学
病
院
） 

 

母
島
開
催
は
２
月
末
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。 

【
父
島
】 

 
《
日
時
》
３
月
２

        

日

   

（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
  

      

３

         

日

  

（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

            

５
日
（月
）
午
前
・
午
後 

 

          
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    

 

６
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 ◎
産
科
・
婦
人
科 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
19
日
（
月
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

20
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
17
日
（土
）
午
前 

 
 
 
 
 
 
 

22
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

23
日
（金
）
午
前 

 
 
 
 
 
 
 

24
日
（土
）
午
前 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

※
産
科
受
診
（
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
）
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
助
産
師
が
受
診
日
の
相
談
を

い
た
し
ま
す
。 

 

【
受
付
時
間
】
（耳
鼻
咽
喉
科
・
産
科
婦
人
科
共
通
） 

 
 

午
前
８
時
〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

◎
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

【
午
後
外
来
の
変
更
に
つ
い
て
】 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所
（父
島
・
母
島
）で
は
、
毎
週

水
曜
日
の
午
後
に
一
般
外
来
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。 

 
 

３
月
21
日
（水
）は
祝
日
に
よ
り
休
診
に
な
り

ま
す
の
で
、
20
日
（火
）の
午
後
に
一
般
外
来
を
受

け
付
け
ま
す
。 

 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

      

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
暫
定
リ
ス
ト
提
出
】 

村
民
の
方
に
は
２
月
の
初
め
に
全
戸
配
布
し
た
ご

案
内
の
と
お
り
、
日
本
政
府
は
１
月
29
日
（月
）「
世

界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条

約
」
（通
称 

世
界
遺
産
条
約
）に
基
づ
く
我
が
国
の

「
暫
定
一
覧
表
」
に
、
自
然
遺
産
と
し
て
「
小
笠
原

諸
島
」
を
記
載
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
翌
30
日
（火
）国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（ユ
ネ
ス
コ
）に
暫
定
リ
ス
ト
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

 

一
部
の
村
民
の
方
か
ら
、
今
回
の
広
報
で
小
笠
原

諸
島
が
、
あ
た
か
も
世
界
自
然
遺
産
に
な
っ
た
よ
う

な
誤
解
を
受
け
る
よ
う
な
表
現
と
の
ご
指
摘
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
あ
り
ま

し
た
ら
こ
の
紙
面
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

今
回
の
暫
定
リ
ス
ト
提
出
に
つ
い
て
、
正
確
な
情

報
を
改
め
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

世
界
遺
産
の
登
録
に
関
し
て
は
、ユ
ネ
ス
コ
の「
世

界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
に
基
づ
い

て
手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
作
業
指
針
の
中
で
『
暫
定
リ
ス
ト
と
は
、
各

締
約
国
が
世
界
遺
産
一
覧
表
へ
登
録
す
る
こ
と
が
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
る
自
国
の
領
域
内
に
存
在
す
る
資

産
の
目
録
で
あ
る
。
従
っ
て
、
締
約
国
は
各
自
の
暫

定
リ
ス
ト
に
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文
化
遺

産
又
は
自
然
遺
産
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
将
来
登

録
推
薦
を
行
う
意
思
の
あ
る
資
産
の
名
称
を
示
す
必

要
が
あ
る
。』
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
次
の
項
で
『
締

約
国
の
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
資
産
の

世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の
登
録
推
薦
は
検
討
に
付
さ
れ

な
い
。』
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

作
業
指
針
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
と
こ
の
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
前
月
号
の
よ
う
に
、

今
回
、
日
本
と
い
う
国
か
ら
正
式
に
ユ
ネ
ス
コ
と
い

う
国
際
機
関
へ
、
将
来
的
に
自
然
遺
産
と
し
て
小
笠

原
を
推
薦
す
る
こ
と
を
届
け
出
た
と
い
う
こ
と
で 

す
。 

 

ま
た
、
関
係
機
関
で
あ
る
環
境
省
は
、
登
録
で
き

る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
評
価
の
基
に
提
出

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

た
だ
し
、
登
録
の
確
実
性
を
高
め
る
必
要
上
、
３

年
間
の
準
備
期
間
を
設
け
て
推
薦
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

【
暫
定
リ
ス
ト
提
出
後
の
活
動
】 

            

○
２
月
の
13
、
14
日
は
環
境
省
お
よ
び
東
京
都
に

よ
り
今
回
の
暫
定
リ
ス
ト
提
出
の
住
民
説
明
会
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
小
笠
原
の
価
値
観
や
今
後
の

２
月
21
日

（水
） 

２
月
20
日

（火
） 

２
月
14
日

（水
） 

２
月
13
日

（火
） 

日
程 

講
演
会 

（ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

講
演
会 

（母
島
支
所
大
広
間
） 

住
民
説
明
会 

（母
島
支
所
大
広
間
） 

住
民
説
明
会 

（地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

内
容 

約
70
名 

約
50
名 

約
40
名 

約
45
名 

参
加
人
数 
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
住
民
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

○
２
月
の
20
、
21
日
は
東
京
都
で
作
成
し
た
世
界

遺
産
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
公
開
か
ら
、
科
学
委
員
会

の
委
員
で
あ
る
学
識
経
験
者
の
方
か
ら
鳥
類
と
陸

産
貝
類
の
専
門
的
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

い
ず
れ
の
会
場
も
多
数
の
意
見
が
で
て
、
説
明
会
・

講
演
会
と
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

村
役
場
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
方
に
小

笠
原
の
価
値
観
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

村
の
基
本
構
想
に
記
載
し
て
あ
る
と
お
り
、
自
分
た

ち
が
住
む
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
自
分
た
ち
の
島
の
自
然
を
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
意
識
を
啓
発
す
る
よ
う
な
、
様
々

な
事
業
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ギ
木
工
教
室
（父
島
） 

 

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
う
外
来
種
対
策
の
中
で
、

ア
カ
ギ
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
こ

の
ア
カ
ギ
の
材
を
利
用
し
て
木
工
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

作
成
し
た
も
の
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
20
日
（火
） 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
参
加
費
】
無
料 

【
募
集
定
数
】
50
名
程
度 

【
申
込
期
限
】
３
月
15
日
（木
） 

【
主
催
】
小
笠
原
村
役
場 

※
工
具
な
ど
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
が
、
服
装
に

つ
い
て
は
汚
れ
て
も
い
い
よ
う
な
も
の
で
お
願
い

し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

壁
画
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

  

海
洋
牧
場
前
の
護
岸
に
、
壁
画
を
作
成
し
ま
す
。

12
年
前
に
保
育
園
卒
園
記
念
で
製
作
し
た
壁
画
の

劣
化
が
著
し
く
、
ま
た
当
時
園
児
だ
っ
た
皆
さ
ん
が

今
年
３
月
に
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
を
区
切
り
に
、

画
家
久
保
南
海
代
さ
ん
と
村
民
の
皆
さ
ん
で
ク
ジ
ラ

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
壁
画
を
合
同
制
作
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
併
せ
て
壁
画
の
一
部
に
世
界
遺
産
登
録
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
下
地
制
作
】 

３
月
４
日
（日
） 

午
後
２
時 

現
地
集
合 

 

（雨
天
時 

翌
日
８
時
集
合
） 

【
壁
画
制
作
】 

３
月
６
日
（火
）〜
完
成
（
11
日
頃
）ま
で 

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
頃 

 
 

※
ご
都
合
の
良
い
時
間
に
、
現
地
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
32 

「
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
親
子
」 

         

 

以
前
に
も
何
度
か
紹
介
し
て
い
る
メ
ス
の
フ
ォ
ー

ス
タ
ー
。
イ
ル
カ
ガ
イ
ド
さ
ん
の
中
で
は
大
変
有
名

な
イ
ル
カ
で
す
。
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ル
カ
調
査
隊
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
イ
ル
カ
で
す
。 

イ
ル
カ
調
査
隊
で
は
昨
年
11
月
に
母
島
で
親
子

一
緒
に
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
の
夏

に
当
時
連
れ
て
い
た
子
供
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
新
た
な
子
供
の
出
産
に
調
査
員
は
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
今
年
１
月
５
日
の
調
査
で
も
、
今
度
は

父
島
周
辺
で
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
親
子
が
確
認
さ
れ
、
元

気
に
泳
い
で
い
る
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 ◎
第
51
回
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（Ｉ
Ｗ
Ｏ
）勉
強
会 

講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
日
時
は
未
定
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 【
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
陸
上
観
察
会
】 

 

《
日
時
》
３
月
４
日
（日
）〜
５
月
２
日
（水
） 

 
 
 
 
 

午
後
４
時
か
ら 

 

《
参
加
費
》
無
料
（誰
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
） 

 

《
場
所
》
三
日
月
山
展
望
台
（現
地
集
合
） 

 

【
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
】 

《
日
時
》
３
月
５
日
（月
）〜
４
月
30
日
（月
） 

 
 

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分 

《
参
加
費
》 

○
村
民
・
Ｏ
Ｗ
Ａ
会
員
は
無
料 

○
そ
の
他
は
５
０
０
円
（資
料
代
） 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
69 

 

― 

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
の
ク
ジ
ラ
た
ち 

― 
 

 

 
 

１
月
、
２
月
と
比
較
的
穏
や
か
な
海
が
続
き
、
調

査
も
順
調
に
行
え
て
き
ま
し
た
。
海
上
で
は
、
例
年

の
ご
と
く
、
親
子
ク
ジ
ラ
や
、
歌
う
ク
ジ
ラ
、
勢
い

よ
く
複
数
で
水
面
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
く
交
尾
集
団

な
ど
、繁
殖
海
域
特
有
の
行
動
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
親
子
ク
ジ
ラ
以
外
一

定
の
メ
ン
バ
ー
で
群
れ
を
作
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
群
れ
の
メ
ン
バ
ー
が
出
た

り
入
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
調
査
時
に
混

乱
を
き
た
す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
ク

ジ
ラ
が
ど
の
群
れ
に
い
る
か
を
可
能
な
限
り
正
確
に

見
分
け
る
必
要
が
あ
り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
ク
ジ

ラ
を
呼
び
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
、
人
間
の
瞬
間
的
な
記
憶

の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
尾
ビ
レ
や
背
ビ
レ
な
ど
の
特

徴
を
利
用
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
、
と
て
も
有
効
な
場

合
が
多
々
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
背
ビ
レ
の
先
に
フ
ジ
ツ
ボ
が
つ
い
て
い

れ
ば
「
フ
ジ
オ
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
場
だ
け
で

も
名
前
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
、
何
年
も

続
け
て
見
ら
れ
る
と
、
そ
の
名
前
も
定
着
し
て
き
ま

す
。 今

回
は
、
父
島
、
母
島
海
域
で
よ
く
見
ら
れ
て
き

た
お
な
じ
み
３
頭
の
名
前
の
つ
い
た
ク
ジ
ラ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

              

 

イルカ調査隊 

ロゴマーク 

１
月
５
日
の 

フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
親
子 

O-288 モッチーニ ♀ 1992年生まれ 

確認年 ：92,93,95,98,99,00,02,03,05,06 

写真家の望月昭伸さん（愛称モッチ）が、生まれ

た年の写真を撮影されたことから命名。’ 

93、普通なら母離れしているはずだが母子一緒

に父島で確認．’00、’03、’05に出産の記録あり。

今年も2月に子連れで確認。 
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小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
活
性
化

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
「く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
」が

催
さ
れ
て
い
ま
す（
今
年
は
２
月
か
ら
４
月
に
開
催
）。 

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
こ
れ
ら
３
頭
は
「
こ
の
尾
び
れ
に
ピ

ン
と
き
た
ら
…
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
、
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
発
行
の
印
刷
物
で
ツ
ア
ー
の
参

加
者
に
も
紹
介
さ
れ
ま
す
。 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
３
頭
を

含
め
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
発
見
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

 
 http://bonin-ocean.net 

                                       

                                       

                                

地産地消のすすめ 
地産地消とは、地域でとれたものを、その地域で消費することを言います。小笠原では台風が頻繁に来襲することや害虫対策が

大変なことなどの悪条件が重なり、なかなか身近な農産物を島内消費できるまでに生産量をアップできないのが実情です。 
観光立島を目指す当村にとって、お客様へ地域食材を使った郷土料理を提供することも絶対に欠かせないサービスの一つと捉え

ています。 
そこで、２月号でご案内したとおり、地産地消を推進するため島野菜の「計画栽培」に再度取り組むことにしました。 

 

◆今が旬の「からし菜」の食べ方◆ 
柔らかく、美味しい「からし菜」は20～30センチぐらいが辛味も強く、いろいろな料理として楽しめます。

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 地産地消推進会議（総務課内) ２－３１１１

 

確認年：90,92,95,96,98,99,02,04,06 

左側の尾ビレに“K”のさかさまイニシャ

ルがあることからケイちゃんと呼ばれてい

る。 

‘96年，‘99年, ‘02年, ‘04年に出

産の記録あり。今年も2月に子連れで確認。

O-17 ケイちゃん♀ 1990年生まれ 

「島の料理法」常時募集中 
昔から伝わる小笠原ならではの料理法をみんなで守り伝えていきましょう。 
口述でも構いません。特にご年配の方からの情報をお待ちしています。 

①からし菜を柔らかくゆで、細かく切り、さらにできるだけ細

かく刻み、布巾で水分をよく取ります。 

②から炒めをした後、昆布と鰹のだしに、塩だけで仕上げる

か、醤油に砂糖を一つまみ入れ、小さじ一杯の油を加えれ

ば混ぜご飯のもとの出来上がりです。 

◎温かいご飯と混ぜ合わせ、卵の薄焼きを細長く刻み上にの

せれば緑と黄色で見た目もきれいで食欲をそそり、お子様に

も喜ばれます。 

からし菜は 20～30 センチぐらいの大きさが一番辛味が

強く、塩揉み漬けにするには最高です。 

①まず、よく洗ったからし菜を、辛味を増すため熱湯に３～５

分つけます。 

②水洗いしないで自然によく冷ましてから塩もみにします。 

③塩を加え軽く重しをします。 

◎朝漬ければ夕食の漬物に間に合います。 

洋カラシを作りましょう! 
①からし菜の実を多く集め、良く乾燥させます。 

②すり鉢で皮のまますりつぶせば洋カラシ（黄色）のできあがりです。 

◎昔は島寿司のカラシとして使っていました。（使用するときはぬるま湯で溶いてください） 

 (レシピ提供：セーボレーみき子さん) 

確認年：90,92,93,94,95,96,97,98, 

99,00,01,04,05,06. 

聟島列島、父島列島、母島列島、火山

列島にわたり確認。 

模様が霜降り肉のように見えることか

ら命名。 

親子クジラを守るかのように、あえて

船のすぐそばに浮上する行動が何度も見

られ、その果敢な様から別名”オトコギ”

とも呼ばれている。 

O-73  霜降り ♂  最多確認個体 

※今月の「小笠原航空路開設に向けて」はお休みいたします。 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ８５ 号 ― 

  に気をつけましょう。           

 生きている動植物は、何らかの栄養と水分が必要です。ヒトも食事を摂って生きています。 

さて？ヒトは何をどの位食べたらいいのでしょうか？ 

現在は「好きなものばかり食べる」「ストレスで甘いものが食べたい」「夜遅くに食べる」「お酒を飲みすぎる」など食

生活の乱れや偏りが問題になっています。それらが積み重なって、中年男性の 50％は生活習慣病、メタボリックシンド

ロームと言われています。 

あなたの食生活はいかがでしょうか？ 

食食事事ババラランンススガガイイドド  は健康に良い食べ方の基本として、望ましい食事の摂り方やおおよその量、1 日に「何
を」「どれだけ」食べたら良いかをイラストで示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※詳しくは保健所だより平成１８年８．９．１０月号NO.217号をお読みください。 

農林水産省のホームページ参照 http://www.maff.go.jp/food_guide/balance.html 

             

イルカの伝言版 

 

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係２－３９３９ 

島しょ保健所 ２－２９５１ 

イルカ：今週のゲストは、小笠原在住の方（☺）に健康法をうかがいました。 

☺さん： 私は、自分でできることはやるように心掛け、自分の物だけでなく、
家族の分も含めて家事、洗濯、買物を行い、暇があったら午後から家の

周りの草むしりもしています。 

介護予防体操教室は、健康のためにと通い始めました。体操教室では、

安全のために椅子を使い、皆さんに教えてもらいながら楽しく運動して

います。参加するだけでも気分的にとてもよく感じています。 

     自分でできることは自分でやることや体操教室に参加することが私

の健康法だと思います。 

イルカ：ご自身の健康のために頑張っていますね。ありがとうございました。

 



出港日 産科婦人科専門診療（父島 22～24）

村選挙立候補予定者説明会（父島）

耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～3,5,6） 父島保育園卒園式

高校卒業式 小笠原中学校卒業式

くじらフェスタ２００７

原付免許学科試験

東京三弁護士会による法律相談（父島）

入港日 高校図書館開放

ビジターセンター特別展（～31）

壁画下地制作 母島小学校・中学校卒業式

シロアリ対策事業 母島フェスティバル

ザトウクジラ陸上観察会（～5/2）

出港日

壁画制作（～11日頃） 乳幼児健診・歯科健診（母島）

ナイトレクチャー（～4/30） 産科婦人科専門診療（母島 ～20）

父島保育園保育士委託職員申込締切

母島巡回労働相談

出港日 アカギ木工教室（父島）

平成19年第１回村議会定例会

母島保育園卒園式

平成19年第１回村議会定例会 小笠原小学校卒業式

定期予防接種・ポリオ

ノヤギ駆除 入港日

平成19年第１回村議会定例会

入港日 （新）興洋の一般公開（父島）

高校図書館開放 電話による無料法律相談

高校図書館開放

出港日

出港日

平成19年第１回村議会定例会

遊漁船業務主任者講習会 （新）興洋の一般公開（母島）

村民意見・相談・提案窓口

平成19年第１回村議会定例会 入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

ノヤギ駆除

入港日

村選挙立候補予定者説明会（母島）

原付免許学科試験申込締切 出港日

東京三弁護士会による法律相談（母島）
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春分の日

情報センター定休日

情報センター臨時休業

情報センター定休日

情報センター定休日 情報センター定休日

情報センター定休日


